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大学入学共通テスト試行調査（プレテスト）行われる（11月 10日～11日） 
先週の土日に大学入学共通テストの試行調査が行われました。昨年に引き続き２回目ですが、今

回が本番を想定して高校生が参加する最後のリハーサル、ということになります。国語と数学のみ

のＡ日程が松本大学、本番と同じ二日間のＢ日程は信州大学が会場となり、本校に対して両日程に

３年生 80 名ずつの参加要請がありました。センター試験が間近に迫った重要な時期に負担をかけ

てしまうことになり、申し訳ない思いもありますが、大学入試センターが作成する試験を受けるこ

とは決して無駄にはならないと前向きにとらえてもらえればと願います。今回は「問題文の量を減

らし、難易度を下げた」とセンターは言っているようですが、実際に受けた生徒たちからは「まず

問題文を理解する読解力が必要で、考え方を見る問題も多かった」とか「文章と複数の表、資料を

見比べる問題が多かった」というような戸惑いや感想も聞かれました。

高校の学習指導要領において育成を目指すとしている資質・能力に準拠

しながら、知識の理解の質を問う問題や、思考力、判断力、表現力を発

揮して解く問題を重視した、とのこと。今回の試行調査については、年

度内には報告書を公表する予定としています。センターは問題作成にあ

たっての工夫・改善点も公表しており、それらに関連する検証結果も公

表し、共通テストの問題作成方針に反映していくとのことです。（詳し

い情報は大学入試センターのホームページで見ることができますので、

ぜひご覧ください）二年後の新しい大学入試、英語の民間試験について

は未だにいくつかの課題が未解決で、大学がどう活用するかもあまり明

らかにはなっていません。学校としても引き続き、信用性のある最新の

情報を収集し、研究を進め、対応していかなければと思っています。 

県議会における高校生との意見交換会実行委員会開かれる（11月 10日） 

校長会主催（県教委共催）による「高校生の主体性を

育む夏合宿」について、以前お伝えいたしました。県内

の有志の高校生が集まり、４つの分野（学習、課題活動、

社会問題、人間関係）について、10 のテーマに分けて

熟議を行い最後にまとめたものを発表する、という合宿

です。その第２弾、県議会における高校生との意見交換

会～「こんにちは県議会です」～が 12 月４日（火）に

長野県議会棟第１特別会議室で行われます。その第１回

実行委員会が本校会議室で行われ、委員長に本校２年の山崎さんを選出しました。参加予定の生徒

は夏合宿に参加した 29名（内、本校からは４名）に今回新たに公募した 30名の高校生を加えて計

59 名、県議会議員は 14 名（議長、副議長、広報委員）の皆さまにご出席いただきます。再び、意

欲ある高校生同士で主体的な活動を情報交換し、広い視野からこれまでの活動を見直すと共に、新

たな仲間とともに高校生の提言を発信する、そんな有意義な機会となることを期待しています。

※ 本文とは関係ありません。 



２学年 40回生特別講義（11月 17日） 
深志 40回の皆さんの卒業 30周年記念事業の一環で、２

年生対象の特別講義を土曜日の３時限に行っていただき

ました。10 月に深志 20 回の皆さんによる１年生対象の特

別講義がありましたが、その第

２弾です。皆さん 40 代後半、

まさに脂が乗りきっている年

代で、様々な分野の第一線で活

躍されている体験談を直接お

聞きできる貴重な機会となり

ました。10名の方々に、医学（再生医療、内科医）・理工（ソフトウェ

ア開発、コンピュータ、弁理士、自動車開発、応用生物学）・経済（不

動産）・文学（出版）・地域研究・公認会計士・弁護士の分野に渡って講

義をしていただきました。いつも書くことですが、卒業生の活躍されて

いる分野は多岐に渡っていて、深志の底力、多様性、層の厚さというも

のを実感します。また、母校援助として財政的にもご支援をいただき、

本当にありがたい限りです。この場をお借りして厚くお礼申し上げます。 

その他の話題をいくつか 
★ 長野県高等学校新人放送コンテストが 10日～11日にかけて長野市で行

われ、ビデオメッセージ部門で「２代目はつらいよ」が優秀賞（全国、北

信越出場）、ＣＭ部門で が優秀賞（ＴＳＢ杯）、

朗読部門で２年の木原くんが優良賞（北信越出場）を獲得しました。 

★ 第５回鼎談深志が 14日の夜、教育会館で開催されました。今回の大き

な話題は「駐停車問題」、家の前での長時間駐車、ドアの開け閉めやラ

ジオ・音楽などの音、曲がり角から５ｍ以内の駐車等、いくつかの問題

点が挙げられました。特に学校の東側道路については危険性も高いため、

重点的に検討を進めましたが、北側道路も同様の状況であり早急な対策

が必要とのご指摘があり、さらに検討することでこの日は終了しました。

生徒からいくつかの発言がありましたが、いずれも前向きで建設的な内

容であり、コミュニケーション能力に感心しながら議論を聞きました。 

今週の予定（Ｂ２） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１９ 月 （ストーブ本格使用） 学年会 生徒指導相談研修会 

２０ 火 

 

 

２１ 水 子どもプロジェクトチーム会議 

２２ 木 校長会秋季総会 

２３ 金 勤労感謝の日 妻籠宿文化文政風俗絵巻行列 

２４ 土  校長会主体性生徒実行委、蛍雪会総会 

２５ 日   

２６ 月 （Ａ１） 学年会 中信校長会 

 

「３Ｄプリンターで神経を再生する」 

フィールドワークの魅力について 


